
 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

○学びの連続性
をふまえた教育
課程を編成し、
個別教育計画に
よる一人ひとり
のニーズに合わ
せた教育を実践
する。 
 

○学校教育目標を
踏まえた教科等横
断的な視点で、そ
の目標の達成に必
要な教育の内容を
整理し配列する。 

学校目標の達成に向け
て、年間指導計画の書式
の移行を進め、各教科等
を横断的に取り組むため
のシートを作成する。 
 

教科ごとの系統性
を検証できたか。
授業改善、授業力
向上にむけて組織
的に取組めたか。 
 

○コロナ禍で制限
のあった様々な教
育活動の改善を図
る。 

基本的な感染防止対策を
講じながら、学習内容、
形態、方法を具体的に改
善する。 

学習内容や形態、
方法は改善した
か。 
 

○豊かな心と健
やかな体を育む
教育活動を実践
する。 
 

○自分や他者を大
切にして、自己肯
定感を高め、認め
合う授業をさらに
充実させる。 

「自分や他者を意識し大
切にすること」を扱う授
業を年間指導計画に位置
付けて実施する。その
際、「何ができるように
なったか」児童生徒の理
解にあった具体的な目標
を設定する。 

「自分や他者を意
識し大切にするこ
と」を扱う授業を
年間指導計画に位
置付けて実施した
か。児童生徒にあ
った目標を設定し
授業を実施した
か。 

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

○一人ひとりの
ニーズを把握 
し、根拠に基づ
いた支援・指導
に組織的に取組
む。 

○本校の児童生徒
のアセスメントを
活用した組織的な
指導支援の仕組み
の充実を図る。 
 

本校の児童生徒のアセス
メントの実施から結果の
活用までの一連の流れを
図示するなど視覚的に示
して共通理解を図る。 
 

本校の児童生徒の
アセスメントの実
施から結果の活用
までの一連の流れ
を共通理解できた
か。 

〇インクルーシ
ブ教育の推進を
図る。 
 

○交流及び共同学
習の意義と目的を
本校職員間で共通
理解を図るととも
に、相手校と共有
する。 
 

インクルーシブ教育を進
める中での交流及び共同
学習の意義、居住地交流
の趣旨、本校の実績等を
記したリーフレットを作
成する。リーフレットを
交流する相手校に提供し
啓発する。 

交流及び共同学習
のリーフレットを
作成したか。 
また職員間で情報
共有し、相手校と
情報共有したか。 
 

○コロナ禍で実施
できなかった、居
住地交流を確実に
実施する。 

居住地交流は、直接的な
交流に加えて、必要に応
じてリモートで行うな
ど、方法を工夫して確実
に実施する。 

希望者に対して、
居住地交流を１回
以上実施できた
か。 

３ 進路指導・支援 

○自立と社会参
加をめざし、一
人ひとりのニー
ズや適性に応じ
た進路指導・支
援を行う。 
 
 
 

○卒業後という
「未来の時間」を
イメージしつつ、
在学中の「今とい
う時間」を大切す
ることの理解を深
め、自立と社会参
加を見据えた進路
指導と支援の充実
を図る。 

ゲストティーチャーや、
卒業生の体験談を、児童
生徒や保護者が聞く機会
等を設けて、卒業後の自
立と社会参加を見据えた
キャリア発達につながる
指導の充実を図る。 

ゲストティーチャ
ーや、卒業生の体
験談を、児童生徒
や保護者が聞く機
会等を設けたか。
また、こうした機
会を通して進路指
導への関心は高ま
ったか。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

４ 地域等との協働 

○共生社会の実
現に向け、地域
との協働による
学校運営をすす
め、地域と連携
した教育活動を
実践する。 
 

○PTAと学校が連
携して、児童生徒
が活用しやすい図
書室の整備を行
う。 
 

三ツ境校舎では、各教室
から、よりアクセスしや
すいよう、校舎内に図書
コーナーを設置する。ま
た、PTAと連携して読書
活動を実施する。 

三ツ境校舎内に図
書コーナーを設置
したか。PTAと連携
して読書活動を実
施したか。 
 

○学校の広報活動
の充実を図る。 
 

各部署では、広報活動に
取組む際、積極的な情報
発信となるよう、対象者
や手段についてその都度
検討し、年間を通して計
画的に実施する。 

学校の広報活動は
検討を重ね計画的
に拡充したか。 
 

○地域における
特別支援教育の
センター的機能
としての取組を
推進する。 
 

○地域の小、中学
校及び高等学校に
おける特別支援教
育の充実に向けた
学校コンサルテー
ションを充実させ
る。 

地域の小、中学校への学
校コンサルテーションの
方向性と具体的な内容等
について検討し整理す
る。 
高等学校（インクルーシ
ブ教育実践推進校）へ
の、学校コンサルテーシ
ョンを開始する。 

学校コンサルテー
ションについて検
討し整理したか。 
高等学校における
特別支援教育の実
施にむけた、学校
コンサルテーショ
ンを実施したか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

○安全で安心な
教育環境の整備
に取組む。 
 

○三ツ境校舎、横
浜緑園分教室とも
に、新しい施設設
備の中で非常変災
時に適切に対応で
きるよう体制を再
構築する。 

災害や事故への従前の対
応策が、新しい施設設備
のもと、新型コロナウイ
ルス感染症への対応を含
めて、適用できるか再検
討する。 
 

災害や事故への対
応策を再検討し、
必要に応じて修正
できたか。 
 

○新しい施設設備
の中で、児童生徒
が安全に学習でき
るよう、各室の物
品の管理を適切に
行う。 

施設設備の危険個所の確
認、鍵の管理、備品の管
理、共用する各室等にあ
る物品管理等の管理体制
を総合的に整備する。 

施設設備の危険個
所の確認、鍵の管
理、備品の管理、
共用する各室の物
品等の管理体制を
整備したか。 

〇教員が子ども
たちと向き合う
時間を確保する
ために、教員の
働き方改革を推
進する。 
 

○効率的な校務の
運営をさらに進
め、業務の見直し
を図る。 
 

三ツ境校舎と分教室が同
時に参加する会議等につ
いて、リモートや書面で
の実施を拡充する。 
令和６年度に学校目標を
改定することを踏まえ
て、校務分掌組織を改編
する。 

リモートや書面で
の会議を拡充した
か。 
学校目標改定を踏
まえて校務分掌組
織を改編したか。 

〇信頼と期待に
応える学校づく
りを組織的に行
う。 
 

○不祥事防止の取
組を計画的に着実
に実施する。 
 

不祥事防止に関する取組
の年間計画を作成し、不
祥事防止会議で進行管理
を行う。 
 

不祥事防止に関す
る取組の年間計画
を作成し、不祥事
防止会議で進行管
理を行ったか。 

○学校経営、運営
上の課題解決のた
めに設置するプロ
ジェクトチームに
ついて、横断的な
チームを編制し、
ゴールと期限を設
けて取り組む。 

三ツ境校舎における図書
室の活用、医療的ケア児
の通学支援と今後の水泳
指導についてプロジェク
トチームを編制し課題解
決に向けて検討を進め
る。 

プロジェクトチー
ムを編制し課題解
決に向けた検討を
行ったか。 


